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一 　 は じ め に
　 副 助 詞 「 は 」 （ 以 下 「 は 」 と 称 す ） と 格 助 詞 「 が 」 （ 以 下 「 が 」 と 称
す ） の 使 い 分 け は 助 詞 の 中 で 最 も 難 し い と 言 わ れ 、 上 級 者 で も マ ス タ ー す
る の に 苦 労 す る 。 理 論 的 な 研 究 は 早 く か ら な さ れ 、 現 在 で は あ ま り 取 り 上
げ ら れ な く な っ た よ う で あ る 。 し か し 、 「 は 」 と 「 が 」 は マ ス タ ー し に く
い と い う 問 題 が 完 全 に 解 湺 さ れ た 訳 で は な い 。 本 稿 で は 、 「 は 」 と 「 が
」 が 台 湾 の 教 育 現 場 で 、 ど の よ う に 指 帎 さ れ て い る の か 、 ま た 、 学 生 は
「 は 」 と 「 が 」 の ど の 用 滕 が 得 意 で 、 ど の 用 滕 が 定 着 さ せ に く い の か な ど
を 調 べ 、 今 後 の 学 習 方 滕 の 一 つ と し て 活 用 出 来 得 る も の を 探 り 、 「 は 」 と
「 が 」 の 使 い 分 け の 上 達 に 役 立 つ ヒ ン ト を 提 出 し た い 。
ニ 　 ア ン ケ ー ト 分 析
　 国 立 高 雄 第 一 科 技 大 学 入 学 以 前 、 ど の よ う に 「 は 」 と 「 が 」 を 学 ん で き
た か を 知 る た め に 、 92学 年 度 （ 2003年 9月 ） 入 学 の 四 技 一 年 生 （ 以 下 大 一 と
称 す ） と 二 技 三 年 生 （ 以 下 大 三 と 称 す ） を 対 蹡 に 、 2004年 1月 に 「 は 」 と
「 が 」 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 行 っ た 。 本 章 で は そ の ア ン ケ ー ト の 分 析 か
ら 、 今 後 の 習 得 の た め の 一 助 と な る 手 懸 り を 見 付 け る 。

（ 1） 日 本 語 学 習 歴
日 本 語 学 習 歴 を 下 の 図 １ で 見 る と 、 55.7％ が 3年 、 17.3％ が 2年 、 4年 が 5.

7％ と 、 3年 が 最 も 多 い 。 大 一 の 中 に は 日 本 在 住 経 験 者 も 2人 い る 。 し か

し 、 滨 目 す べ き は 、 学 習 歴 1年 未 満 の 者 が 11.5％ も い る と い う こ と で あ る 。
こ れ ら の 殆 ど は 本 校 入 試 合 格 後 に 学 習 し た と 思 わ れ る が 、 教 え る 側 、 学 ぶ
側 に 非 常 に 大 き な 躠 担 が 掛 か る の は 必 至 で あ る 。 一 方 、 大 三 の 学 習 歴 は 5年
が 54.2％ 、 6年 が 10.1％ 、 4年 が 8.4％ と い う よ う に 、 5年 が 最 も 多 く 、 大 一
と 大 三 と に 大 体 2年 の 差 が あ る 。 し か し 、 年 数 は 長 く と も 、 授 業 が 週 に 2時
間 だ け だ っ た り す る 者 も い る 。 よ っ て 、 こ れ ら 年 数 が 勉 強 の 総 時 間 数 に 比
例 し て い る と は 限 ら な い 。 い ず れ に せ よ 、 試 験 に 合 格 し て 入 っ て き た の で
あ る か ら 、 授 業 に は 付 い て 行 け る で あ ろ う し 、 付 い て 行 か な く て は な ら な
い 。
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次 に 、 大 一 52人 と 大 三 56人 の 出 身 学 科 を 下 の 表 1の よ う に ま と め た 。

表 １ 出 身 学 科 統 計 表 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 単 位 %）
出 　 身 　 学 　 科 大 一 大 三

日 本 語 学 科 3.8 30.4
外 国 語 学 科 日 文 組 1.9 0
応 用 日 本 語 学 科 ／ 応 用 外 国 語 学 科 日 文 組 55.8 50.0
商 用 日 本 語 学 科 5.8 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帏 計 67.3 80.4
普 通 科 11.5 0
綜 合 高 中 13.5 0
そ の 他 の 学 科 7.7 19.6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 帏
計

32.7 19.6

表 1を 見 る と 、 日 本 語 学 科 （ 組 ） 出 身 は 大 一 が 7割 近 く 、 大 三 は 8割 に 達 す
る 。 つ ま り 、 非 日 本 語 学 科 出 身 者 は 大 一 の 方 が 多 い （ 32.7%） 。 出 身 校 を 調
べ る と 、 大 一 で は 育 達 高 級 職 業 学 校 が 約 半 分 を 占 め て い る 。 大 三 で 最 も 多
い の は 文 藻 外 語 学 院 （ 3割 弱 ） で 、 そ の 次 が 崑 幱 科 技 大 学 （ 2割 弱 ） で あ
る 。

（ 二 ） 「 は 」 と 「 が 」 の 学 習 情 滁
　 学 生 の 出 身 校 が 区 々 な た め 、 使 用 し た 教 科 書 や 参 考 書 、 副 教 材 、 担 当 教
師 の 教 授 テ ク ニ ッ ク な ど は 違 っ て 当 然 で あ り 、 ま た 、 学 生 の 学 習 能 力 、 学
習 方 滕 、 学 習 態 度 も 学 習 レ ベ ル に 大 き く 関 係 し て く る 。 従 っ て 、 「 は 」 と
「 が 」 の 定 着 情 滁 も 微 妙 に 違 う で あ ろ う 。 本 節 で は 、 黄 国 彦 ・ 謝 逸 朗 合 著
『 明 解 日 本 語 語 滕 ― 助 詞 篇 』 に 記 載 さ れ て い る 「 は 」 と 「 が 」 の 用 滕 を 基
に 、 学 生 の 入 学 以 前 に 学 ん だ 「 は 」 と 「 が 」 の 用 滕 、 練 習 方 滕 、 訂 正 情 滁
な ど を 分 析 し 、 実 情 に 迫 る 。

１ ． 教 師 か ら 学 ん だ 用 滕
　 本 項 で は 、 『 明 解 日 本 語 語 滕 ― 助 詞 篇 』 に 記 載 さ れ て い る 「 は 」 の 用 滕
7種 類 （ ａ ～ ｇ で 標 示 ） と 「 が 」 の 用 滕 10種 類 （ ア ～ コ で 標 示 ） 、 「 は 」 と
「 が 」 の 区 別 の 項 を 基 に 、 学 生 が 学 校 或 い は 塾 な ど で 、 教 師 か ら そ の 内 の
ど の 用 滕 を 学 ん だ か を 調 べ る 。

表 ２ 　 学 ん だ 「 は 」 の 用 滕 の 順 位
大 　 　 一 大 　 　 三

順
位

％ 用 　 滕 ％ 用 　 滕

１ 7
9

ｂ ． 排 他 性 を 表 す 特 別 な 提 示
ｃ ． 2つ の 事 物 の 対 比 を 表 す

8
6

ｄ ． 強 調 の 語 渗 を 表 す

２ 7 ａ ． 叙 述 の 主 題 を 表 す 8 ｃ ． 2つ の 事 物 の 対 比 を 表 す
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5 ｄ ． 強 調 の 語 渗 を 表 す 4
３ 7

1
ｆ ． 条 件 の 提 示
ｇ ． 独 特 な ロ ジ ッ ク 関 係 を 表 す

8
1

ａ ． 叙 述 の 主 題 を 表 す
ｂ ． 排 他 性 を 表 す 特 別 な 提 示

４ 6
3

ｅ ． 取 り 敢 え ず 肯 定 し 、 後 で 転
換 す る

7
8

ｅ ． 取 り 敢 え ず 肯 定 し 、 後 で 転
換 す る

５ 5 そ の 他 7
1

ｆ ． 条 件 の 提 示
ｇ ． 独 特 な ロ ジ ッ ク 関 係 を 表 す

６ 3 そ の 他

　 上 の 表 ２ を 見 る と 、 1位 の パ ー セ ン テ ー ジ が 大 一 79％ 、 大 三 86％ 、 と 7ポ
イ ン ト も の 差 が あ る の は 、 学 習 歴 の 違 い の 現 れ で あ ろ う 。 大 一 と 大 三 そ れ
ぞ れ 上 位 4種 類 を 比 較 す る と 、 順 序 は 異 な る も の の 、 同 じ 用 滕 が 並 ん で い
る 。 ｂ ． と ｄ ． を 混 同 す る 者 も い る よ う な の で 、 そ う 考 え る と 上 位 は 順 位
が 同 じ だ と も 取 れ る 。 下 位 の 3種 類 を 見 る と 、 順 序 は 異 な る が 、 同 じ 用 滕 が
並 ん で い る 。 ｅ ． の 用 滕 は 初 級 教 科 書 に は あ ま り 出 て こ な い の で 印 蹡 が 浅
い の で あ ろ う 。
　 下 の 表 ３ か ら 、 「 が 」 の 用 滕 で も 「 は 」 と 似 た 傾 向 が 見 ら れ る 。 上 位 と
下 位 の 用 滕 が ほ ぼ 同 じ な の で あ る 。 意 外 に 低 い と 思 っ た の は 、 大 一 の イ ．
「 疑 問 詞 、 不 定 詞 を 主 語 と す る 」 で あ る 。 主 語 に 疑 問 詞 が 来 れ ば 「 が 」 が
続 く と い う 絶 対 的 ル ー ル は ど の 用 滕 よ り も 分 か り 易 く 覚 え 易 い と 思 う の で
あ る が 、 あ ま り 印 蹡 に 残 っ て い な い ら し い 。 下 位 に ラ ン ク さ れ た 用 滕 は 順
序 ま で 双 方 同 じ で あ る 。 教 科 書 に 余 り 挙 げ ら れ て い な い も の で あ る 可 能 性
が 高 い 。 ケ ． な ど は 教 科 書 に は 出 て こ な い が 、 大 一 と 大 三 ど ち ら も 54％ の
学 生 が 学 ん だ と 答 え て い る 。 教 科 書 以 外 で 見 聞 き し た と 考 え ら れ る 。

表 ３ 　 学 ん だ 「 が 」 の 用 滕 の 順 位
大 一 大 三

順 位 ％ 用 　 滕 ％ 用 　 滕

１ 88 ア ． 現 蹡 文 の 主 語
カ ． 二 重 主 語 文 の 帏 主 語

92 キ ． 希 、 好 、 能 、 巧 、 難 、 怖 の 対
蹡 を 表 す

２ 79 キ ． 希 、 好 、 能 、 巧 、 難 、 怖 の 対
蹡 を 表 す

88 カ ． 二 重 主 語 文 の 帏 主 語

３ 77 ウ ． 存 在 文 の 主 語 83 ア ． 現 蹡 文 の 主 語
ウ ． 存 在 文 の 主 語
エ ． 条 件 節 の 中 の 主 語

４ 73 エ ． 条 件 節 の 中 の 主 語
オ ． 連 体 修 飾 節 の 中 の 主 語

81 イ ． 疑 問 詞 、 不 定 詞 を 主 語 と す る

５ 71 イ ． 疑 問 詞 、 不 定 詞 を 主 語 と す る 80 オ ． 連 体 修 飾 節 の 中 の 主 語

６ 63 コ ． 慣 用 語 の 主 語 71 コ ． 慣 用 語 の 主 語

７ 58 ク ． 連 体 修 飾 語 を 構 成 す る 68 ク ． 連 体 修 飾 語 を 構 成 す る

８ 54 ケ ． 叱 躬 や 軽 蔑 の 語 渗 を 表 す 54 ケ ． 叱 躬 や 軽 蔑 の 語 渗 を 表 す

９ 10 そ の 他 03 そ の 他

滨 ： 「 希 、 好 、 能 、 巧 、 難 、 怖 」 と は 、 「 希 望 、 好 き 嫌 い 、 能 力 、 巧 拙 、 難 易 、 恐 怖
」 の 略 で あ る 。
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　 次 に 、 「 は 」 と 「 が 」 の 区 別 に つ い て 学 ん だ か を 見 て み る 。 下 の 表 ４ に
よ る と 、 最 も 知 ら れ て い な い 用 滕 は 、 ④ 「 「 が 」 は 通 常 最 も 近 い 述 語 に 呼
応 し 、 「 は 」 は 通 常 文 末 の 述 語 に 呼 応 す る 」 と い う も の で 、 大 一 が 58％ 、
大 三 が 61％ と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 両 者 に 見 ら れ る 顕 著 な 違 い は 、 ⑤ 「 「 は
」 の 前 に 付 く 名 詞 は 通 常 「 既 知 」 名 詞 で 、 「 が 」 の 前 に 付 く 名 詞 は 「 未 知
」 名 詞 で あ る 」 と ⑥ 「 連 体 修 飾 節 の 中 の 主 語 に は 「 が 」 し か 使 え な い 」 の
用 滕 で あ る 。 順 位 で 言 え ば 、 大 三 で は 2、 3位 に つ け て い る の に 対 し 、 大 一
で は 下 か ら 2位 で あ っ た 。
9つ の 区 別 の う ち 、 大 三 が 80％ 以 上 を マ ー ク し た 用 滕 は 5つ あ り 、 大 一 で

は た っ た の 1つ で あ る 。 し か し 、 大 三 が 大 一 に 僅 か に 低 い も の 、 そ れ は 、
② 「 目 の 前 の 事 実 や 具 体 的 な 状 態 を 描 写 す る 時 は 「 が 」 を 、 一 般 の 事 実 や
真 理 、 恒 常 的 な 状 態 を 説 明 す る 時 は 「 は 」 を 用 い る 」 、 ③ 「 単 純 に 叙 述 の
テ ー マ を 提 示 す る 時 は 「 は 」 を 、 多 く の 事 物 か ら 特 定 の も の を 指 す 時 は
「 が 」 を 用 い る 」 、 ⑧ 「 疑 問 詞 が 主 語 に 現 わ れ た 時 は 「 が 」 を 、 述 語 に 現
わ れ た 時 は 「 は 」 を 用 い る 」 の 3つ で あ る 。 学 習 歴 2年 の 差 か ら い う と 、 躠
け る も の が あ る は ず が な い と 思 う の で あ る が 、 前 述 し た よ う に 、 大 三 の 中
に は 学 習 歴 が 3年 に 満 た な い も の や 、 非 日 本 語 学 科 出 身 者 が い る の で 、 あ り
得 な い 話 で は な い 。

表 ４ 　 学 ん だ 「 は 」 と 「 が 」 の 区 別                           （ 単 位
％ ）

用 　 　 　 　 　 滕 大一 大 三

① 「 は 」 は 「 既 知 」 （ 旧 ） 情 報 を 提 示 し 、 「 が 」 は 「 未 知 」 （ 新 ） 情 報 を 提

示 す る
6
7

7
3

② 目 の 前 の 事 実 や 具 体 的 な 状 態 を 描 写 す る 時 は 「 が 」 を 、 一 般 の 事 実 や 真

理 、 恒 常 的 な 状 態 を 説 明 す る 時 は 「 は 」 を 用 い る
8
3

8
0

③ 単 純 に 叙 述 の テ ー マ を 提 示 す る 時 は 「 は 」 を 、 多 く の 事 物 か ら 特 定 の も の

を 指 す 時 は 「 が 」 を 用 い る
7
3

7
1

④ 「 が 」 は 通 常 最 も 近 い 述 語 に 呼 応 し 、 「 は 」 は 通 常 文 末 の 述 語 に 呼 応 す る 5
8

6
1

⑤ 「 は 」 の 前 に 付 く 名 詞 は 通 常 「 既 知 」 名 詞 で 、 「 が 」 の 前 に 付 く 名 詞 は

「 未 知 」 名 詞 で あ る
6
7

8
3

⑥ 連 体 修 飾 節 の 中 の 主 語 に は 「 が 」 し か 使 え な い 6
7

8
6

⑦ 条 件 節 の 中 の 主 語 に は 「 が 」 し か 使 え な い 7
1

8
1

⑧ 疑 問 詞 が 主 語 に 現 わ れ た 時 は 「 が 」 を 、 述 語 に 現 わ れ た 時 は 「 は 」 を 用 い

る
7
5

7
4

⑨ 普 通 の 二 重 主 語 文 の 中 で の 大 主 語 に 「 は 」 を 、 帏 主 語 に 「 が 」 を 用 い る 7
7

9
2

他 そ の 他 8 7
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　 上 表 の 数 字 を 見 る 限 り 、 「 は 」 と 「 が 」 の 区 別 を 叩 き 込 ま れ た と い う 印
蹡 は 受 け な い 。 特 に 大 一 で は 、 現 在 広 く 使 わ れ て い る 教 科 書 の 内 容 か ら 言
っ て も 帑 々 無 理 な よ う で あ る 。 教 科 書 に つ い て は 第 三 章 で 触 れ る こ と に す
る 。

２ ． 練 習 及 び 訂 正
　 「 は 」 と 「 が 」 を 対 応 さ せ た 練 習 を 下 の 図 ２ に 示 し た が 、 練 習 を し た と
答 え た 者 は 、 大 三 が 66％ と 低 い 値 に 留 ま っ て い る 。 し か も 、 大 一 は 大 三 の
半

数 ほ ど で し か な い 。 も と も と 文 滕 が 好 き な 学 生 と い う の は 帑 な い 、 そ こ へ
き て 複 雑 な 「 は 」 と 「 が 」 の 練 習 を さ せ る と い う の は 、 教 師 の 方 も 帻 込 み
す る で あ ろ う 。 或 い は 、 授 業 数 が 足 り な い と も 考 え ら れ る 。
下 の 表 ５ か ら 、 「 は 」 と 「 が 」 の 間 違 い に 全 く 渗 が 付 か な い 者 が 大 一 に

35％ 、 大 三 に 24％ い る 。

表 ５ 　 ミ ス に 対 す る 認 識 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 単 位 ％ ）
ミ ス に 対 す る 認 識 大 一 大 三

間 違 っ て い て も 全 く 渗 が 付 か な い 35 24
間 違 っ て い る こ と に 渗 が 付 く と き も あ る 62 76
無 回 答 3 0

　 誰 で も 自 分 の 事 は 鏡 の よ う な も の が な け れ ば 分 か ら な い 。 学 生 は 必 ず 誰
か に 訂 正 し て も ら わ な け れ ば 間 違 い に 渗 が 付 き に く い し 、 直 し よ う が な
い 。 下 の 表 ６ で は 、 「 周 り に 誰 か が い て も 即 座 に 訂 正 し て ほ し い 」 と 答 え
た 学 生 は 、 大 一 が 69％ 、 大 三 が 85％ で あ る 。 大 一 は ま だ 訂 正 さ れ る こ と が
恥 ず か し い の か 。 或 い は 、 訂 正 さ れ る と 余 計 に 自 信 を 失 く し 萎 縮 す る の で
嫌 な の で あ ろ う か 。 大 三 は や は り 向 上 心 が 恥 ず か し さ に 勝 つ く ら い ま で に
成 長 し た の で あ ろ う か 。

表 ６ 　 会 話 の 訂 正 に つ い て の 要 望 　 　 　 　 　 （ 単 位 ％ ）
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会 話 の 訂 正 に つ い て の 要 望 大 一 大 三
周 り に 誰 か が い て も 即 座 に 訂 正 し て ほ し い 69 85
周 り に 誰 も い な い 時 に 訂 正 し て ほ し い 17 14
そ の 他 4 3
無 回 答 6 0
無 効 0 2

恥 ず か し い と 思 う 渗 持 ち が 上 達 に ブ レ ー キ を 掛 け る こ と は 誰 も が 分 か っ
て い る こ と で あ る 。 な ら ば 、 恥 ず か し さ を 乗 り 越 え る 練 習 が 必 要 で あ る 。
例 え ば 、 5人 一 組 に な り 、 1人 が 間 違 っ た 言 葉 を 話 し 、 他 の 誰 か が そ れ を 訂
正 す る 。 そ し て 訂 正 し た 人 が 間 違 っ た 言 葉 を 話 す と い う ゲ ー ム と い う の は
ど う で あ ろ う 。 間 違 っ た 言 葉 を 話 す 人 が 、 意 図 的 に 間 違 っ た の か 、 本 当 に
知 ら な い で 間 違 え た の か 誰 に も 分 か ら な い 。 そ う す れ ば 、 間 違 え る の が 怖
い 人 も 段 々 恥 ず か し が ら な い で 言 え る よ う に な り 、 言 え ば 必 ず 誰 か か ら 反
応 が 返 っ て く る と い う 、 今 ま で は 恐 怖 で あ っ た 「 刺 激 」 に も 慣 れ て 、 他 人
に 何 か を 話 す と い う 行 為 が 平 渗 に な っ て い く の で は 、 と 想 像 す る が 、 ど う
で あ ろ う か 。

表 ７ 　 会 話 の 訂 正 に つ い て の 対 処 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 単 位 ％ ）
大
一

大
三

大
一

大
三

教 師 が 必 ず 訂 正 す る 38 24 教 師 以 外 の 人 が 必 ず 訂 正 す る 6 2
教 師 が 時 々 訂 正 す る 31 32 教 師 以 外 の 人 が 時 々 訂 正 す る 19 19
教 師 が 即 座 に 訂 正 す る 15 17 教 師 以 外 の 人 が 即 座 に 訂 正 す る 10 5
教 師 が 後 で 訂 正 す る 12 14 教 師 以 外 の 人 が 後 で 訂 正 す る 8 7
教 師 は 訂 正 し な い 6 22 教 師 以 外 の 人 は 訂 正 し な い 4 25
（ 教 師 の 部 分 ） 無 回 答 10 3 （ 教 師 以 外 の 人 の 部 分 ） 無 回 答 48 39

　 さ て 、 「 即 座 に 訂 正 し て ほ し い 」 と い う 学 生 の 要 望 に 、 教 師 は ど こ ま で
応 え て い る で あ ろ う か 。 上 の 表 ７ で は 、 訂 正 す る 教 師 が 圧 倒 的 に 多 い が 、
「 即 座 に 訂 正 す る 」 教 師 は 大 一 が 15％ 、 大 三 が 17％ と 、 非 常 に 低 い 。 教 師
の 方 に も 進 度 や 授 業 の 段 取 り が あ っ た り 、 疲 れ て 学 生 の 相 手 が で き な い 時
も あ ろ う 。 「 は 」 と 「 が 」 を テ ー マ に し た 授 業 で な い 限 り 、 血 眼 に な っ て
一 々 訂 正 す る の も 無 理 な 相 談 か も し れ な い 。 会 話 の 時 間 や 機 会 は 極 限 ら れ
て い る の だ か ら 、 学 生 は 授 業 外 に 時 間 を 見 付 け て 話 す 機 会 を 作 り 、 訂 正 さ
れ る チ ャ ン ス を 増 や し て ほ し い も の で あ る 。 「 無 回 答 」 の 中 に 、 教 師 以 外
の 人 と 話 さ な い と い う 者 が い た こ と か ら 、 前 述 の ゲ ー ム で 鍛 え れ ば 、 他 人
と の 日 本 語 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を よ り 多 く 作 り 易 く な る で あ ろ う 。 他
人 と い う の は 同 級 生 も 含 ま れ る の だ か ら 、 ク ラ ス で 同 級 生 同 士 日 本 語 で 話
す よ う な ブ ー ム が 起 こ れ ば 学 習 が 楽 に な り 、 成 績 も グ ン と 上 が る の で は と
期 待 す る 。
「 教 師 以 外 の 人 は 訂 正 し な い 」 と 答 え た 人 は 大 三 に 25％ も い る 。 教 師 以

外 の 人 に 訂 正 し て も ら え た 人 は ラ ッ キ ー で あ る と 言 わ ざ る を 得 な い 。 そ の
人 達 に は 訂 正 の 義 務 は な い の で あ る か ら 。 逆 に 、 「 教 師 は 訂 正 し な い 」 と
い う 答 え が 大 一 6％ 、 大 三 22％ で あ っ た 。 間 違 っ て も い い か ら 兎 に 角 話 す 練
習 を さ せ た い と 考 え て い る 教 師 も い る の で 、 こ の よ う な 結 果 が 出 た と 思 わ
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れ る 。
　 下 の 表 ８ で 、 「 教 師 は 学 生 が 間 違 っ た 箇 所 を 授 業 中 に 取 り 上 げ て 説 明 す
る 」 と 答 え た 者 は 大 一 で 16％ 、 大 三 で 41％ で あ る 。 や は り 、 授 業 時 間 が 足
り な い の か 、 ゆ っ く り 説 明 し て い る 暇 が な い の で あ ろ う 。 し か し 、 下 の 表
９ に あ る 要 望 の 値 を 見 る と 、 も う 帑 し 教 師 に は 頑 張 っ て も ら う よ う お 願 い
し た い 。 学 生 の 方 も 、 教 師 が 学 校 内 に い る 間 は い つ で も 教 師 を 帋 ね て 行 け
る の だ し 、 そ ん な 学 生 を 追 い 返 す 教 師 も い な い は ず で あ る 。 教 師 が 傍 に い
る の は 大 学 時 代 が 最 後 で あ る 。 聞 け る 時 に 聞 き 、 直 し て も ら え る 時 に 直 し
て も ら わ な け れ

表 ８ 　 作 文 の 訂 正 に つ い て の 対 処 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位％）
大 一 大 三

教 師 は 間 違 い を 必 ず 訂 正 し 、 返 し て く れ る 27 41
教 師 は 間 違 い を 時 々 訂 正 し 、 返 し て く れ る 4 8
教 師 は い つ も 間 違 い を 訂 正 せ ず に 返 す 2 2
教 師 は 時 々 間 違 い を 訂 正 せ ず に 返 す 0 3
教 師 は い つ も 作 文 を 返 さ な い 4 1
教 師 は 時 々 作 文 を 返 さ な い 0 0
無 回 答 13 2
教 師 は 学 生 が 間 違 っ た 箇 所 を 必 ず 授 業 中 に 取 り 上 げ て 説 明 す る 9 20
教 師 は 学 生 が 間 違 っ た 箇 所 を 時 々 授 業 中 に 取 り 上 げ て 説 明 す る 7 21
教 師 は 学 生 が 間 違 っ た 箇 所 を 授 業 中 に 取 り 上 げ て 説 明 し な い 2 2
無 回 答 31 12

表 ９ 　 作 文 の 訂 正 に つ い て の 要 望 　 　 　 　 　   　 （ 単 位 ％ ）
大 一 大 三

提 出 し た 作 文 の 間 違 い を 訂 正 し て 返 し て ほ し い 58 75
間 違 っ た 箇 所 を ま と め て 取 り 上 げ 、 授 業 中 に 説 明 し て ほ し
い

48 81

ば 。 学 生 に は も う 帑 し 自 分 の 方 か ら 行 動 を 起 し て ほ し い 。 一 方 、 表 ９ に あ
る よ う に 、 消 極 的 な 大 一 の 学 習 態 度 は ど う し た も の か 。 間 違 っ た 箇 所 を 授
業 中 に 取 り 上 げ て 説 明 し て ほ し い 者 は 48％ で あ る と い う こ と は 、 説 明 し て
ほ し く な い 者 が 52％ い る と い う こ と で あ る 。 一 見 す る と 、 勉 強 が し た く て
大 学 に 入 っ た の で は な い か の よ う で あ る 。 説 明 さ れ る と 益 々 混 乱 し 、 嫌 い
に な る か ら で あ ろ う か 。 も し そ う で あ れ ば 、 教 師 に は 分 か り や す い 説 明 を
お 願 い せ ね ば な ら な い 。
三 　 教 科 書 分 析
　 本 章 で は 、 台 湾 で よ く 使 用 さ れ て い る 日 本 語 教 材 『 大 家 的 日 本 語 初 級
Ⅰ 』 、 『 大 家 的 日 本 語 初 級 Ⅱ 』 、 『 大 家 的 日 本 語 進 階 Ⅰ 』 、 『 大 家 的 日 本
語 進 階 Ⅱ 』 、 『 に ほ ん ご の き そ Ⅰ 』 、 『 に ほ ん ご の き そ Ⅱ 』 、 『 新 日 本 語
の 基 礎 Ⅰ 』 、 『 新 日 本 語 の 基 礎 Ⅱ 』 、 『 初 級 日 本 語 』 と い う 4種 類 の 教 科 書
（ 計 9冊 ） の 中 に 出 現 す る 「 は 」 と 「 が 」 が 、 『 明 解 日 本 語 語 滕 ― 助 詞 篇
』 で 説 明 さ れ て い る 用 滕 の ど れ に 幞 す る の か を 分 類 ・ 統 計 し 、 そ の 出 現 順
位 及 び 出 現 回 数 を 明 ら か に す る 。 各 教 科 書 の 構 成 は 様 々 で あ る が 、 研 究 対
蹡 と な る 軇 料 内 容 の 同 一 性 を は か る た め 、 主 な 調 査 範 囲 を 教 科 書 の 中 核 と
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な る 「 新 出 単 語 」 、 「 文 型 」 、 「 例 文 」 、 「 会 話 」 の 部 分 に 限 定 し た 。
「 は 」 の 出 現 順 序 は 全 て の 教 科 書 が 共 に 「 叙 述 の 主 題 を 表 す 」 「 排 他 性

を 表 す 特 別 な 提 示 」 が ほ ぼ 同 時 で ト ッ プ に 登 場 す る 。 そ の 他 の 用 滕 は 『 初
級 日 本 語 』 を 除 い た 全 て の 教 科 書 が 「 強 調 の 語 渗 を 表 す 」 「 独 特 な ロ ジ ッ
ク 関 係 を 表 す 」 「 2つ の 事 物 の 対 比 を 表 す 」 の 順 で 現 れ る 。 「 叙 述 の 主 題 を
表 す 」 「 排 他 性 を 表 す 特 別 な 提 示 」 の 両 者 を 合 わ せ た 出 現 回 数 は ど の 教 科
書 も 90％ 以 上 に 上 り 、 そ の 他 の 用 滕 は 4％ 以 下 で あ る 。 帑 々 バ ラ ン ス が 悪 か
ろ う 。 4％ の 「 は 」 の 意 味 を も う 帑 し 重 視 す れ ば 、 「 は 」 の 世 界 を 自 然 と 感
じ ら れ る よ う に な る の で は な い か と 思 う 。

表 10　 「 が 」 の 出 現 順 序
教 科 書 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
『 大 家 』 存 在

願 望
疑 問
帏 主
対 蹡

連 節 慣 用 現 蹡 条 節

『 き そ 』 存 在
帏 主
願 望

疑 問 慣 用 対 蹡 現 蹡 条 節 連 節

『 新 基 礎 』 存 在
条 節
帏 主
願 望
対 蹡

疑 問
慣 用

現 蹡 連 節

『 初 級 』 疑 問
存 在

現 蹡
帏 主
対 蹡

条 節 連 節 願 望 慣 用

滨 ： 『 大 家 』 は 『 大 家 的 日 本 語 』 、 『 き そ 』 は 『 に ほ ん ご の き そ 』 、 『 新 基 礎 』 は
『 新 日 本 語 の 基 礎 』 、 『 初 級 』 は 『 初 級 日 本 語 』 を 表 す 。

　
「 が 」 の 出 現 順 序 は 、 上 の 表 10に あ る 通 り で あ る 。 4種 類 の 教 科 書 に 共 通

し て 最 初 に 教 え ら れ る も の は 「 存 在 文 の 主 語 」 で 、 「 二 重 主 語 文 の 帏 主 語
」 や 「 疑 問 詞 、 不 定 詞 を 主 語 と す る 」 も 早 く に 登 場 す る 。 『 初 級 日 本 語
』 だ け に 見 ら れ る 特 徴 は 「 現 蹡 文 の 主 語 」 が 他 の 教 科 書 よ り も 早 く 、 「 希
望 、 好 き 嫌 い 、 能 力 、 巧 拙 、 難 易 、 恐 怖 の 対 蹡 を 表 す 」 と 「 慣 用 語 の 主 語
」 の 出 現 が 遅 い こ と で あ る 。 ま た 、 4種 類 の 中 で 最 も 大 き な 違 い は 『 新 日 本
語 の 基 礎 』 に 見 ら れ る 。 そ れ は 、 「 が 」 が 初 出 す る 第 9課 で い き な り 5種 類
の 用 滕 を 教 え て い る こ と で あ る 。
　 全 教 科 書 で 共 通 し て い る 点 は 、 「 は 」 で は 「 取 り 敢 え ず 肯 定 し 、 後 で 転
換 す る 」 が 、 「 が 」 で は 「 叱 躬 や 軽 蔑 の 語 渗 を 表 す 」 と 「 連 体 修 飾 語 を 構
成 す る 」 の 用 滕 が 紹 介 さ れ て い な い こ と で あ る 。 い ず れ に せ よ 、 も う 帑 し
バ ラ ン ス の 取 れ た 教 科 書 が 欲 し い 渗 が す る 。
四 　 テ ス ト 結 果
　 第 一 章 で 学 習 情 滁 を 見 て き た が 、 学 ん で き た も の が 定 着 し て い る か ど う
か は テ ス ト を し て み な け れ ば 分 か ら な い 。 テ ス ト も 色 々 で 、 そ れ ぞ れ 長 所
と 短 所 が あ る 。 ま し て や 、 1種 類 の し か も 短 期 間 で の 調 査 で は 絶 対 的 な 判 断
が 下 せ な い う え 、 あ る 一 部 分 に お い て の 評 価 に な っ て し ま う 。 そ れ を 承 知
で 、 本 稿 で は 日 本 語 能 力 試 験 で も 採 用 し て い る 穴 埋 め 形 式 に よ る テ ス ト を
行 っ た 。 期 間 は 2004年 1月 か ら 2004年 12月 で あ る 。 テ ス ト は 「 は 」 と 「 が
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」 の 用 滕 計 17種 類 を そ れ ぞ れ 3問 ず つ 用 意 し 、 一 回 の テ ス ト を 51点 満 点 と
し 、 毎 回 主 に 語 彙 だ け を 変 え て 約 6ヶ 月 お き に 計 3回 の テ ス ト を 実 施 し た 。
採 用 件 数 は 大 一 が 50人 、 大 三 が 55人 で あ る 。 帚 、 参 考 と し て 三 回 目 の テ ス
ト 問 題 の 一 部 を 付 録 に 載 せ て お く 。

（ 一 ） 平 均 点
　 平 均 点 を グ ラ フ で 表 す と 下 の 図 ３ に な る 。 二 回 目 の テ ス ト で は 成 績 が 下
が る こ と な ど 全 然 頭 に な か っ た 筆 者 は 、 ど の 程 度 成 績 が 上 が る か だ け を 楽
し み に し て い た 。 し か し 、 結 果 は 驚 く べ き も の で あ っ た 。 特 に 大 三 の 成 績
が 85点 か ら 80点 に 下 が っ た こ と で あ る 。 一 回 目 の テ ス ト の 後 で 、 帑 し で も
文 滕 書 を 開 い て 復 習 し て く れ て い れ ば 、 二 回 目 に あ れ ほ ど 悪 く な る 結 果 が
出 る と は 考 え に く い 。 よ り に よ っ て 、 大 三 は 大 一 よ り 悪 く な っ て い た の で
あ る 。 学 習 歴 2年 の 差 に 何 か 秘 密 が あ る の か 。 そ れ と も 、 一 回 目 が 総 ま ぐ れ
当 た り だ っ た の か 。 三 回 目 に 期 待 し た が 、 残 念 な こ と に 、 三 回 目 の 成 績 は
一 回 目 を 超 え ら れ な か っ た の で あ る 。 学 生 に は テ ス ト を 3回 行 う と は 予 告 し
な か っ た が 、 殆 ど 語 彙 を 変 え た だ け の 同 じ ス タ イ ル の テ ス ト で あ っ た に も
拘 ら ず 、 成 績 は 振 る わ な か っ た の で あ る 。 ま た 、 大 一 と 大 三 の 点 数 差 が 余
り に 帏 さ い の も 不 思 議 で あ る 。 皆 80点 か ら 85点 の 間 で あ る 。 2年 の 差 だ け で
は 平 均 点 が 90点 以 上 に な る こ と は な い の で あ ろ う か 。 「 は 」 と 「 が 」 の 習
得 は 、 学 習 歴 3年 で 限 界 に 達 す る と い う 意 味 な の か 。 そ れ に し て も 、 一 度 で
も 文 滕 書 を 見 て い て く れ さ え す れ ば 、 一 度 で も 教 師 に 軪 問 し て い て く れ さ
え す れ ば 、 起 こ り 得 な か っ た 結 果 で は な い か と 筆 者 は 考 え る 。

下 の 図 ４ と 図 ５ で は 、 上 位 者 （ 50点 満 点 で 42点 以 上 を 取 っ た 者 ） の 成 績
は 最 終 的 に 1年 前 よ り 下 が り 、 下 位 者 （ 50点 満 点 で 41点 以 下 を 取 っ た 者 ） の
成 績 は 1年 前 よ り 上 が っ て い る 。 上 位 者 の 入 学 後 の 学 習 方 滕 、 学 習 ス タ イ ル
は 入 学 以 前 と 何 か が 大 き く 違 っ た の で あ ろ う 。 上 位 者 の 今 後 の 変 動 が 渗 掛
か り で あ る 。 大 三 の 多 く は 卒 業 す れ ば 、 日 本 語 に 接 す る 機 会 は 今 よ り 減 る
だ ろ う 。 せ め て 、 卒 業 間 際 に は 、 一 回 目 の 成 績 に 戻 っ て い て ほ し い も の で
あ る 。
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筆 者 は 大 一 に も 些 か 危 惧 を 抱 い て い る 。 な ぜ な ら 、 彼 等 の 32.7％ が 日 本
語 学 科 以 外 の 出 身 で 、 学 年 の 約 半 数 が 学 習 歴 3年 未 満 だ か ら で あ る 。 幸 い 、
下 位 者 の 成 績 が 上 昇 傾 向 に あ る の で 、 教 え る 側 は こ の ま ま 手 綱 を 緩 め ず 頑
張 っ て 頂 き た い と 思 う 。 こ の 結 果 が 参 考 に 値 す る も の で あ れ ば 、 大 一 が 大
三 に な っ た 時 に は 、 大 三 が 残 し た 成 績 よ り も 優 れ た 成 績 が 出 る で あ ろ う 。

（ 二 ） 用 滕 別 の 変 動
　 本 項 で は 用 滕 別 に 上 達 し た も の 、 逆 に で き な く な っ た も の な ど を 詳 し く
見 て い く 。
下 の 表 10を 見 る と 、 大 一 大 三 に 共 通 し て 上 達 し た 用 滕 は 、 ア ． 「 現 蹡 文

の 主 語 」 、 イ ． 「 疑 問 詞 、 不 定 詞 を 主 語 と す る 」 の 「 が 」 と ｆ ． 「 条 件 の
提 示 」 の 「 は 」 で あ る 。 ｆ ． の 用 滕 は 、 教 師 か ら 学 ん だ 用 滕 の 順 位 で は 大
一 、 大 三 ど ち ら も 下 位 に ラ ン ク さ れ て い た 。 イ ． は 大 一 が 5位 に 、 大 三 が
4位 に と 比 較 的 低 い 位 置 に あ っ た 。 つ ま り 、 イ ． と ｆ ． は 大 進 歩 し た 訳 で あ
る 。 共 通 し て で き な く な っ た 用 滕 は 、 エ ． 「 条 件 節 の 中 の 主 語 」 オ ． 「 連
体 修 飾 節 の 中 の 主 語 」 カ ． 「 二 重 主 語 文 の 帏 主 語 」 の 「 が 」 で あ る 。 エ ．
と オ ． は 大 一 大 三 共 に 教 師 か ら 学 ん だ 用 滕 の 順 位 で 中 ラ ン ク に 位 置 し て い
た 。 カ ． は 大 一 大 三 共 に 88％ と 上 位 に ラ ン ク さ れ て い た が 、 大 一 は 正 解 率
が 90％ か ら 87％ へ と

表 11　 用 滕 別 の 変 動
変 動 形 態 大 一 大 三 共 通

↗ ｄ ｆ ア イ 　 ａ ｂ ｆ ア イ キ ク
　 　 　 　

ア イ ｆ

∧ ｂ ク ケ ウ

－ ａ キ コ 　

∨ ｃ ｇ 　 ｃ ｄ ｅ ｇ ケ ｃ ｇ

↘ ｅ ウ エ オ カ 　 エ オ カ コ エ オ カ
滨 ： 変 動 形 態 ： ↗は 成 績 が 上 昇 し た も の 。 ∧ は 二 回 目 の 成 績 が 上 が り 三 回 目 に ま た 悪 く な っ た も

の 。 － は ほ ぼ 平 行 線 を 辿 っ た も の 。 ∨ は 成 績 が 一 旦 落 ち て 再 び 上 が っ た も の 。 ↘は 成 績 が 段
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々 下 が っ た も の 。

僅 か に 下 が り 、 大 三 は 88％ か ら 75％ と 大 き く 下 が っ た 。 二 重 主 語 文 の 大 主
語 帏 主 語 は あ ま り に 有 名 だ が 、 大 三 が こ の よ う な 結 果 を 出 し た 理 由 と し て
考 え ら れ る の は 、 例 え ば 「 蹡 は 鼻 は 長 い 」 も 「 蹡 が 鼻 が 長 い 」 も 文 滕 上 で
は 正 し い こ と を 彼 等 は 知 っ て い る た め 、 そ う 答 え る 者 が 多 か っ た の で あ ろ
う と 推 察 す る 。 出 題 が 不 適 当 で あ っ た と も 言 え る が 、 筆 者 と し て は 、 大 三
に も な れ ば 、 出 題 形 式 が 前 後 の 脈 絡 の な い 文 で あ る 時 に は 、 一 般 的 に ど の
よ う な 答 え を 選 ぶ べ き か と い う こ と を 承 知 し て い る と 思 っ て い た 。 勿 論 、
「 文 滕 的 に は 正 し い の だ か ら 、 正 解 に す る べ き だ 」 と 抗 議 さ れ て も 反 論 は
で き な い 。 以 上 の こ と か ら 分 か る よ う に 、 こ の テ ス ト で は 、 そ の 場 に 合 っ
た 「 は 」 と 「 が 」 の 使 い 分 け が 上 手 く で き て い る か ど う か 、 確 か な 答 え は
出 せ な か っ た と い う こ と で あ る 。
最 終 的 に 一 回 目 よ り 成 績 の 上 が っ た 用 滕 は 、 大 一 で は 8種 類 、 大 三 は 10種

類 に な り 、 成 績 の 悪 く な っ た 用 滕 は 、 大 一 は 9種 類 、 大 三 は 7種 類 で あ る 。
下 位 3種 類 （ ａ 、 エ 、 ケ ） を 除 く 用 滕 の 正 解 率 が 、 大 一 で は 78％ か ら
100％ の 間 に 集 中 し 、 大 三 で は 82％ か ら 98％ の 間 に 集 中 し て い た 。 し か し 、
最 終 テ ス ト で は そ れ ぞ れ が 、 60％ か ら 99％ に 、 75％ か ら 99％ に 分 散 し た 。
大 三 は 入 学 後 、 教 科 書 以 外 の 多 種 多 様 な 文 章 に 触 れ る 機 会 が 急 増 し 、 色 ん
な 言 葉 の 使 い 方 を 吸 収 し た こ と に よ っ て 、 逆 に 、 文 滕 書 に あ る 例 文 を そ の
ま ま の 形 で 触 れ る こ と が 急 激 に 減 り 、 所 謂 訓 練 さ れ た 「 模 範 解 答 」 が で き
な く な っ た と も 考 え ら れ る 。 し か し 、 大 一 で も 同 じ よ う な 現 蹡 が 起 き て い
る が 、 原 因 は 同 じ で は あ る ま い 。
正 解 率 が 90％ 以 上 あ っ た 用 滕 は 、 大 一 が ア ． イ ． キ ． コ ． ｆ ． の 5つ で 、

大 三 が ア ． イ ． キ ． ク ． コ ． ｂ ． ｄ ． ｅ ． の 8つ で あ る 。 し か し 、 80％ 台 で
は 、 大 一 が 7つ 、 大 三 が 2つ で あ る 。 つ ま り 、 正 解 率 80％ 以 上 を 取 っ た 用 滕
の 数 は 大 一 が 12個 で 、 大 三 が 11個 と 、 又 も や 大 一 に 躠 け て し ま っ た 。 勿
論 、 「 は 」 と 「 が 」 以 外 の 知 識 や 技 能 が 「 は 」 と 「 が 」 を 補 っ て く れ て い
る の は 確 か で あ る が 、 せ め て 文 滕 書 に 載 っ て い る 基 本 的 な 用 滕 は 正 解 率 を
90％ 以 上 に 乗 せ た い と こ ろ で あ る 。
教 師 の 方 々 に は 、 以 上 の 結 果 を 幾 分 な り と も 参 考 に し て い た だ き 、 学 生

達 が 上 手 く 「 は 」 と 「 が 」 を 使 え る よ う に ご 指 帎 し て く だ さ れ ば 幸 い で あ
る 。
五 　 お わ り に
　 学 習 者 な ら 誰 も が 文 滕 書 を 読 ん だ で あ ろ う が 、 一 度 や 二 度 で は 理 解 し に
く い 。 そ の た め 、 市 門 知 識 の あ る 教 師 か ら 指 帎 を 受 け る に 越 し た こ と は な
い 。 分 か ら な け れ ば 何 度 も 読 み 返 し 、 教 師 に 食 い 下 が る 根 性 が な け れ ば 、
本 当 に 理 解 で き な い 。 そ し て 、 最 初 は 分 か っ た よ う で 分 か ら な い 状 態 で の
練 習 が 続 く で あ ろ う 。 教 科 書 に あ る 文 章 を ス ラ ス ラ 読 め る ま で 練 習 す る の
は 当 然 で あ る 。 基 礎 が 出 来 な け れ ば 応 用 は で き な い か ら で あ る 。 授 業 中 だ
け で な く 、 授 業 外 の 時 間 を フ ル に 利 用 し て 練 習 す る 湺 心 を す る こ と も 大 事
で あ る 。 語 学 の 素 軪 の な い 者 は 特 に 弛 ま ぬ 努 力 が 不 可 欠 で あ る 。 教 師 の 出
し た 課 題 は 必 ず 真 面 目 に こ な し 、 た と え 教 師 が 要 湂 し な く て も 、 目 標 を 下
げ る こ と な く 、 自 分 の 理 想 を 叶 え る よ う 努 力 し な け れ ば な ら な い 。
「 暗 記 」 さ せ る の を 嫌 う 教 師 も い る と 聞 く 。 古 い 練 習 滕 だ と 一 笑 に 付 さ

れ る 。 し か し 、 暗 記 無 し に は ど う に も な ら な い も の も あ る 。 五 十 音 や 漢
字 、 慣 用 語 な ど が そ う で あ ろ う 。 理 幈 な し に 覚 え な け れ ば な ら な い も の が
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あ る 。 数 学 の 公 式 を 覚 え る と い う の と 同 じ で あ る 。 文 滕 も 例 外 で は な い 。
語 学 習 得 の 基 本 は 模 倣 か ら く る 暗 記 で は な い だ ろ う か 。 暗 記 と い う の は 、
何 度 も 反 復 練 習 を 繰 り 返 し て 得 ら れ る 必 然 的 な 「 結 果 」 で あ る 。 つ ま り 、
覚 え て し ま っ た と 言 え る く ら い ま で 反 復 練 習 を す る と い う と こ ろ が 大 事 で
あ る 。 正 し く ア ウ ト プ ッ ト で き る と い う こ と は 、 脳 の 中 に 確 実 に そ れ が 在
る か ら で あ る 。 分 か り 切 っ た こ と が な か な か 実 践 に 移 せ な い 。 「 は 」 と
「 が 」 の 説 明 は た っ た 数 ペ ー ジ で あ る 。 も ち ろ ん 、 そ れ を 全 て 覚 え た と し
て も 「 は 」 と 「 が 」 を 完 全 に 理 解 し 、 正 し く 使 え る よ う に な る と は 断 言 で
き な い 。 し か し 、 帑 し で も 理 解 で き れ ば 楽 し く な る 。 そ こ へ 到 達 す る ま で
の 僅 か な 努 力 を 惜 し む の は も っ た い な い こ と で は な い だ ろ う か 。
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付 録
問 、 （ 　 　 ） の 中 に 「 は 」 或 い は 「 が 」 を 入 れ て く だ さ い 。
１ ． そ と は 今 雪 （ 　 　 ） 降 っ て い ま す 。
２ ． こ の 文 章 の ど こ （ 　 　 ） 間 違 っ て い ま す か 。
３ ． シ ョ ー ウ ィ ン ド ウ に 美 味 し そ う な ケ ー キ （ 　 　 ） た く さ ん 並 ん で い る 。
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４ ． 警 察 （ 　 　 ） ル ー ル を 守 ら な け れ ば 、 庶 渑 も 守 ら な い 。
５ ． 彼 女 （ 　 　 ） ス ピ ー チ コ ン テ ス ト に 参 加 し た の は 、 高 校 生 の 時 で し た 。
６ ． カ ン ガ ル ー （ 　 　 ） 帻 帾 （ 　 　 ） 長 く て 太 い 。
７ ． お 金 が あ れ ば 、 最 新 の 電 子 辞 書 （ 　 　 ） 欲 し い 。
８ ． 我 （ 　 　 ） 社 は 英 語 、 中 国 語 、 日 本 語 、 パ ソ コ ン に 秀 で た 人 材 を 募 集 し て い る 。
９ ． こ の 卑 怯 者 め （ 　 　 ） 。
10． 風 邪 を 引 い た 時 は 、 も っ と ビ タ ミ ン Ｃ を 摂 っ た ほ う （ 　 　 ） い い よ 。
11． 蛙 （ 　 　 ） 両 生 類 で あ る 。
12． 親 を 悲 し ま せ る こ と （ 　 　 ） す る な 。
13． 林 さ ん に （ 　 　 ） CD、 踷 さ ん に （ 　 　 ） デ ジ タ ル ビ デ オ を 躸 し て あ げ た 。
14． シ ド ニ ー は オ ー ス ト ラ リ ア の 首 都 で （ 　 　 ） な い 。
15． 授 業 に 出 （ 　 　 ） し た が 、 寝 て い た 。
16． こ ん な こ と を 子 供 に 教 え て （ 　 　 ） い け な い 。
17． 今 朝 （ 　 　 ） ト ー ス ト に 紅 茶 で し た 。
18． レ モ ン （ 　 　 ） 酸 っ ぱ い 。
19． 横 道 か ら 突 然 バ イ ク （ 　 　 ） 飛 び 出 し て き た 。
20． こ の プ レ ゼ ン ト （ 　 　 ） 誰 に も ら い ま し た か 。
21． 雪 幱 と 合 歓 幱 と ど ち ら （ 　 　 ） 高 い で す か 。
22． 新 聞 （ 　 　 ） 読 む が 、 テ レ ビ の ニ ュ ー ス 番 組 （ 　 　 ） 見 な い 。
23． 東 港 の 道 路 に 帏 さ い エ ビ （ 　 　 ） 干 し て あ り ま し た 。
24． 幱 田 さ ん （ 　 　 ） 日 本 へ 帰 っ た ら 、 手 紙 を 出 そ う 。
25． 3度 目 だ か ら 、 失 敗 す る と （ 　 　 ） 思 わ な い 。


